
希少がんコミュニティ
オープンデー

MASTER KEYプロジェクトを含む希少がんの臨床研究を知る一日

プログラム

日時 2023年5月21日（日）13：00～16：10
会場 国立がん研究センター築地キャンパス 研究棟

1階大会議室、セミナールームAB
オンライン配信予定　参加費無料

Rare Cancers Community Open Day

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 MASTER 

KEYプロジェクトと一般社団法人日本希少がん患者会ネット

ワークは、希少がんの臨床試験の啓発を目的として、ハイブリッド

形式の「希少がんコミュニティ オープンデー」を開催いたします。

「希少がんコミュニティ オープンデー」は、希少がんの課題や患者

ご本人が臨床試験に参加したエピソードトーク、MASTER 

KEYプロジェクトの実績・展望を共有し、より多くの方々への希少

がんの啓発やさらなる希少がんの治療開発の推進を目指します。

 開会の挨拶 中釡 斉 理事長（国立がん研究センター）
  眞島喜幸 理事長（日本希少がん患者会ネットワーク） 
 来賓挨拶 羽生田俊 厚生労働副大臣
 希少がん、MASTER KEY プロジェクトについて MASTER KEYプロジェクト事務局
 （これまでの成果と今後の展望）
 わたしたちが考えるアンメットニーズ 大西啓之 副理事長（日本希少がん患者会ネットワーク）
 国の希少がん対策について 厚生労働省 健康局がん・疾病対策課
 MASTER KEY プロジェクト参加施設・ 参加施設（2-3施設）
 希少がんセンターの紹介1
 休憩（15分） 
 わたしのストーリー1 希少がん患者 
 わたしのストーリー２ 希少がん患者
 臨床研究の情報を探すには 西舘澄人 副理事長（日本希少がん患者会ネットワーク）
 希少がんの医薬品開発～規制当局の立場から（仮） 医薬品医療機器総合機構 新薬審査第五部
 MASTER KEY プロジェクト参加施設・ 参加施設（2-3施設）
 希少がんセンターの紹介2
 休憩（15分） 
 パネルディスカッション 製薬企業（3名）
 「希少がんの創薬と患者参画 日本希少がん患者会ネットワーク（2名）
 ～誰一人取り残さない希少がん対策にむけて～」 MASTER KEYプロジェクト事務局（２名）
 閉会の挨拶 島田和明 病院長（国立がん研究センター中央病院）
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※プログラムは変更する場合がありますのでご了承ください。

希少がんコミュニティオープンデー特設ページはこちらです。https://rarecancersjapan.org/rccod2023/ 上記QRコードからもどうぞ！

主催

お問い合わせ https://rarecancersjapan.org/org/inquiries_rccod/

国立がん研究センター中央病院
MASTER KEYプロジェクト

参加申込はこちらのURL
https://bit.ly/41lwGHt
または右のQRコードからどうぞ

対象：希少がん患者・家族・遺族、医療関係者、企業関係者、行政関係者、メディア、一般（どなたでも）


